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片
岡
加
代
（
か
た
お
か　

か
よ
）

昭
和
二
十
五
年
生
れ
。
大
阪
府
大
阪
市
。

番
傘
川
柳
本
社
幹
事
長
。
番
傘
わ
か
く
さ
川
柳
会
副
会
長
。

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
講
師

句
集
『
川
柳
作
家
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
片
岡
加
代
』

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
こ
ん
な
時
代
が
来
よ
う
と
は

ま
た
春
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
落
葉
樹

行
間
に
せ
せ
ら
ぎ
の
音
風
の
音

打
て
ば
響
く
心
の
弦
は
高
ら
か
に

迷
走
が
続
き
潮
時
だ
と
悟
る

友
の
訃
に
五
年
日
記
が
落
ち
着
か
ぬ

荒
川
八
洲
雄
（
あ
ら
か
わ　

や
す
お
）

昭
和
二
十
年
生
れ
。
愛
知
県
名
古
屋
市
。

中
日
川
柳
会
会
長
。
愛
知
川
柳
作
家
協
会
会
長

全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
。

中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
川
柳
講
座
講
師
。中
日
新
聞
時
事
川
柳
選
者
。

『
川
柳
作
家
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

荒
川
八
洲
雄
』

石
神
紅
雀
（
い
し
が
み　

こ
う
じ
ゃ
く
）

昭
和
三
十
五
年
生
れ
。
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
。

番
傘
川
柳
本
社
同
人
。
入
来
わ
く
わ
く
番
傘
川
柳
会
主
宰
。

入
来
文
化
協
会
会
長
。

も
う
駄
目
だ
あ
な
た
を
好
き
に
な
っ
て
い
る

困
っ
た
な
楽
し
い
こ
と
に
誘
わ
れ
る

訃
を
聞
い
た
夜
は
抱
か
れ
て
か
ら
眠
る

選
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
近
詠
三
句

鋸鋸鋸鋸

鋸鋸鋸鋸鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸

鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
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島
田
駱
舟
（
し
ま
だ　

ら
く
し
ゅ
う
）

昭
和
二
十
三
年
生
れ
。
千
葉
県
松
戸
市
。
柳
歴
三
十
六
年
。

印
象
吟
句
会
「
銀
河
」。「
柳
座
」「
こ
と
ご
と
句
会
」。

川
柳
デ
リ
バ
リ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
所
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
任
講
師
。

始
末
書
の
理
想
は
消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン

そ
う
か
い
と
社
説
丸
め
る
永
田
町

一
票
と
馬
券
親
戚
か
も
し
れ
ぬ

な
で
肩
の
色
気
を
見
せ
る
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

豹
柄
を
ま
と
い
熟
女
に
な
る
バ
ナ
ナ

置
き
去
り
に
さ
れ
て
張
り
切
る
掃
除
ロ
ボ

神
の
手
に
な
る
や
も
し
れ
ぬ
研
修
医

楽
し
み
は
不
要
不
急
の
待
ち
合
わ
せ

マ
マ
友
の
離
婚
感
染
力
が
あ
り

三
上
博
史
（
み
か
み　

ひ
ろ
し
）

昭
和
三
十
一
年
生
れ
。
栃
木
県
都
賀
郡
壬
生
町
。

川
柳
研
究
会
「
鬼
怒
の
芽
」
共
同
代
表
。
川
柳
展
望
会
員
。
川
柳

文
学
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
会
員
。
下
野
川
柳
会
同
人
。

（
一
社
）
全
日
本
川
柳
協
会
理
事
。
栃
木
県
文
芸
家
協
会
理
事
・

朝
明
編
集
委
員
長
・
事
務
局
長
。
読
売
新
聞
と
ち
ぎ
時
事
川
柳
選

者
。
栃
木
県
芸
術
祭
文
芸
賞
川
柳
部
門
審
査
員
。

『
川
柳
作
家
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

三
上
博
史
』。『
川
柳
の
神

様
Ⅰ
』。『
川
柳
の
神
様
Ⅱ
』（
近
日
刊
行
予
定
）。『
添
削
か
ら
学

ぶ　

川
柳
上
達
法
』

毛
利
由
美
（
も
う
り　

ゆ
み
）

昭
和
三
十
四
年
生
れ
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
。

川
柳
文
学
コ
ロ
キ
ュ
ウ
ム
。


